
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし －子ども読書活動２０３０－」（原案）について

 
１ 計画策定にあたって             本編第１章３～６（P３～P５）

 

（１）ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし －子ども読書活動２０３０－ 

板橋区では「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし」を板橋区の未来を象徴する板橋都市ブラ

ンドとして位置づけます。「ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし」とは、すべての教育施策を

通じて、区民一人ひとりが教え学び合いながら、いたばし全体を学びのキャンパスへと広げる

ことをめざす構想です。「ＭＩＲＡＩ」という言葉にこめた５つのチカラとビジョンを下図の

とおり位置づけて、子ども読書活動の取組を推進していきます。 

（２）計画の位置づけ 

（３）計画の期間 

1 

（４）計画の策定体制 

文教児童委員会資料 

令和８年２月 17 日 

教育委員会中央図書館 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

２ 第三期計画の評価                  本編第２章１(P７)

（（（

 

３ ＭＩＲＡＩ ＳＣＨＯＯＬ いたばし －子ども読書活動２０３０－ 本編第３章（P14～P16） 

（（    

 

取組の実施状況に対する評価を行ったところ、全64事業のうち、63事業が「順調」に

進んでおり、「低調」は１事業となっています。低調となった１事業については、事業

対象者のニーズを捉えることができなかったことが原因であると考えられます。本計画

では、子どもの意見も取り入れた有効的な事業を展開します。 

第三期計画の64事業は対象年齢別にカウントしているため、一部事業が重複していま

す。本計画では基本方針に沿った取組分類とし、事業重複がおこらないように年度評価

を行います。 

 

（１）取組事業に対する評価 

【評価結果】 

【評価】順調：計画どおりに実施したもの 低調：計画どおりに実施できなかったもの 

【本計画への反映】第４章「重点的な取組一覧」に記載 

拡充：引き続き計画に位置づけて今後の取組を拡大・充実していくもの 

継続：引き続き計画に位置づけて実施していくもの 

改善：引き続き計画に位置づけるが、実施方法について改善が必要なもの 

終了：計画に位置づけはないが、計画内の他の取組に含まれるもの 

   ブックスタート（絵本）の有効活用・書評座談会・多言語資料の有効利用 

 

（１）目標と 2030 年にめざす子どもの姿 

読書は、物語の登場人物の喜びや悲しみに共感することや自分自身の考えを確かめた

り、深めたりすることができます。この体験を通し、他者の気持ちを理解する力を養い、

情緒を育てる重要な役割を果たすと共に、多くの知識を得たり、多様な文化への理解を

深めたりすることができます。 

子どもが読書習慣を身につけ、自主的に読書活動が行えるよう取組むことが重要で

す。日常生活の中で本がそばにあり、子どもが本を身近に感じられ、本の魅力を知り、

自然と本を読むことができる環境をつくります。本のページを開くように、子どもの未

来の可能性を開いていきます。 

本計画における目標とめざす姿は、以下のとおりです。 

 

（２）基本方針 

【第三期計画の基本方針】 

2030年にめざす子どもの姿の達成に向け、策定の基本的な視点に基づき、子どもの

読書活動を推進するための基本方針を、以下の３つの柱で進めます。 
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４ 本計画の主な取組                本編第４章（P17～P32）

（

 

（３）指標 

子ども読書活動の推進に向けた取組の進捗状況や効果を的確に把握し、計画的かつ継

続的な改善を図るために、以下のとおり計画の指標を設定します。 

 【計画の指標】 

毎年度、各主管課に対し、事業の実施結果、評価及び実施計画を調査し、進行状況を把

握しながら、その成果を検証していきます。 

なお、中間年度においては、進捗状況を取りまとめ、報告することとし、次年度以降の

施策推進や次期計画策定の参考とします。 

 

【進行管理】 

重点取組 

◆年代・特色に合わせた展示・イベントの実施 

◆子ども司書活動の充実 

◆子どものニーズ把握とレファレンスの充実 

◆絵本のプレゼント事業の実施 

◆学校図書館、幼稚園・保育所の図書館利用促進 

◆地域資源の活用 

◆障がいや多言語に配慮した資料の提供 

◆一人一台端末を活用した読書活動の推進 

◆「いたばしうちどく週間」の推進 

◆子どもの居場所づくり 

 

◆おすすめ本のリスト作成と紹介 

◆「絵本づくりワークショップ」の開催 

◆サラボルサ児童図書館との連携企画の実施 

◆子ども向け事業でのポイント制の実施 

◆海外絵本を活用したイベントの実施 

◆「ボローニャ・ブックフェア in いたばし」

の開催 

◆「絵本ガイドデスク」の充実 

◆親子の読み聞かせの推進 

◆乳幼児親子で利用しやすい図書館の推進 

 

 

 

その他の取組 

◆本を介した交流会の実施 

◆年代に合わせた蔵書の充実と情報発信 

◆学校での読書時間の確保 

◆「板橋区図書館を使った調べる学習コンクール」の受賞者拡大 

◆オープンな学校図書館の拡充 

◆図書館ホームぺージの充実・ＳＮＳの活用 

◆英語絵本の活用促進 

◆子どもの過ごす場での取組 

◆「いたばし国際絵本翻訳大賞」中学生部門

の開催 

◆図書館サポーターとの協働推進 

◆区立児童館における取組 

◆地域企業との連携 

◆小さな絵本館の設置を拡充 

◆多様な子どもに対応した事業及び資料の充

実 

◆教育施設への団体貸出 

 

３ 

「絵本のまち板橋」に関連した取組 

基本方針
令和６年度
実績値

令和12年度
目標値

1 ー
令和６年度
より増加

2 ー 80％以上

3 15人 100人以上

小学生 87.2％ 90％以上

中学生 71.4％ 80％以上

小学生 89.8％ 90％以上

中学生 85.9％ 90％以上

6 65.4％ 80％以上

小学生 41.6冊
令和６年度
より増加

中学生 4.0冊
令和６年度
より増加

8 ー
令和６年度
より増加

9 ー
令和６年度
より増加

小学生 217,652回
令和６年度
より増加

中学生 10,726回
令和６年度
より増加

小学校 17,619冊
令和６年度
より増加

中学校 332冊
令和６年度
より増加

その他 ー
令和６年度
より増加

指標

年代・特色に合わせた展示・イベントの実施回数

イベントの満足度

子ども司書の認定者数

絵本のプレゼント事業の配付率

読書率（１か月間に本を読んだ児童・
生徒の割合）

１　子どもの視点に立った取組
　　を実施し、読書の習慣化を
　　めざす

4
本が好き・どちらかといえば好きと回答
した児童・生徒の割合

10

5

7 1人あたりの学校図書館の貸出冊数

一人一台端末を活用した電子図書館サー
ビスの閲覧数

２　身近な人々の協力によっ
　　て、子どもが自由に本とふ
　　れあえる環境をつくる

地域資源との連携事業数

障がいや多言語に配慮した資料の提供

３　多様な子どもに適応した
　　読書に関する制度・環境
　　を整備する

11
区立図書館から学校図書館への団体貸出
冊数

※絵本のプレゼント事業の配付率の令和６年度実績値は旧ブックスタートの実績です。 


